
 
．関係代名詞 主格【ポイント解説】

 

 主格の関係代名詞  
 

 ・ ＋

→  

  私はサッカーをしているその少年を知っています。

 ・ ＋

→

     サッカーをしているその少年はケンです。

・ ＋

→

彼は彼の父親によって建てられた家に住んでいます。

・ ＋

→

彼のお父さんによって建てられた家は、の丘の上にあります。

・ ＋

→

私は、公園の中を走っている少年と犬を見ました。」

＜ポイント ＞ 主格の関係代名詞

先行詞 が人である場合には“ ”になります。

先行詞 が人以外の場合には“ ” になります。

先行詞 が人と人以外の場合は“ ”になります。

＜ポイント ＞ 固有名詞と代名詞は先行詞になりません。

 

１ 次の文の  内から適する語を選び，記号で答えなさい。
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．関係代名詞 主格【ポイント解説】

２ 次の つの文を か を使って つの文にしなさい。下線部の語句を先行詞とするこ

と。

  

  

  

  

   

   

  

  

  

３ 次の各組の文がほぼ同じ意味になるように，下線部に適する語を書きなさい。
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．関係代名詞 主格【ポイント解説】

        

４ 日本文に合う英文になるように、   内の語を並べかえて数字で答えなさい。

 これは日本でとても人気のある歌です。

その歌を歌っている少女は私の妹です。

 

私を助けてくれた男の人は私に名前を言いませんでした。

  

彼はここからは見えない小さな家に住んでいます。

  

自分の子どもを愛さない親はいません。

  

１ ア イ イ ウ イ ア イ ウ イ

２

  

 

 

 

 

３    

 

 

４    

３ 

４ 


